
事業所名：

目標達成計画 作成日： 2022 年 5 月 11 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 28

①生活歴も詳細に聞き取れており、アセスメントに追記してい
く予定である。　②有する能力の視点もあり、今後も「ADL・
IADLの能力（できそうなこと）」「楽しみの役割」「要望」「介助
理由」「解決策」等を増やしていく予定である。　③介護計画
原案を基に家族の要望を教えて頂き、介護計画の話し合いを
行っていきたいと考えている。

利用者の生活歴と現在の心身の状態を勘案し
ながら日常生活動作の中で、出来る事、出来
ない事を把握し、楽しみや、希望を聞き、又ご
家族の要望を聞き介護計画に取り入れていき
たい。

1 ヶ月

2 37

夜間は職員1人で勤務しており、今後も消防団や
地域の方々との協力体制を作っていきたいと考え
ている。BCP（事業継続計画）の作成作業も始め
ており、地域の協力者も盛り込んでいく予定であ
る。

消防団や地域の方々との協力体制を得る。 4 ヶ月

3 11

コロナ渦、外部研修の受講ができない状況にあっ
た。今後は事業者としてネット環境を整え、職員が
オンラインでの外部研修を受講できる機会を作っ
ていければと考えている。

オンラインで外部研修を受講できるようにす
る。

10 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

日頃の生活での会話で本人の楽しみや、希望を
聞く。家族の要望等を、電話や、書類で聞き連携
を構築していきたい。

消防団の方々と協力関係になる。

ネット環境を整える。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホームなのはな

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


